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 USGS(米地質調査所)サイトからの 
「ランドサット８」のデータの入手 

このサイトから多様なデータを得ることができます。 
本資料では、ランドサットデータのみ説明します。 
         ・ランドサット８以前のデータも得られます 
         ・全てのデータが､直ちに得られるのでなく、オーダーする 
          と後刻登録アドレスに送られます。（無料）  
         ・午前中の日本周辺の昼間観測では、午後４時頃までに 
          ダウンロードできるようです。  
「産総研」のサイト、「Libra」等と併せて使用することも考えられます。 
事前登録する必要がありますが、多様な検索もできるサイトです。 
         日時、パス・ロウ、雲量、昼・夜、検索地域… 

○ 登録必要 
○ 世界中をカバー 
△ 観測後数時間観測 
   データを掲載 
◎ 細かな検索可能 

このサイトの特徴 
このサイトから豊富なデータがダウンロードできます 
 （分析ソフト「EISEI」で利用可能なデータ） 
 
光学系のデータ →  
 新しい センチネルSentinel-2  
 １９７０年代からの膨大なランドサット群もあります 
  L8 OLI/TIRS  L7 ETM+ SLC-off (2003-present) L7 ETM+ SLC-on (1999-2003)  
  L4-5 TM  L1-5 MSS 
          ＊Landsat7号までのバンドとLandsat8号のバンドは異なります 
高度データ → 

   ASTER GLOBAL DEM 



① 登録を終えていたら、「ログイン」から
入ります。 

登録した、「アドレス」と「パスワード」を入
力します。 

② 「サーチ…」から、調べたい場
所を選びます。 
地図から選ぶもの簡便です。 
調べたいところを、クリックします 
 
パス・ロウからも検索できます 

2 

https://earthexplorer.usgs.gov/ USGS(米地質調査所)サイト 



② 選んだ場所の緯度
経度が表示されます 

 範囲を指定することも
できます  

③ 探している、データの年月日の範囲を
選びます。 
ランドサット８のデータは、2013年から運用
です。 
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④ 期間を選ぶとき、「月」の設定  
  もできます 
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⑤ どの衛星のデータを選択する
か、「データセット」で選びます。 

⑥ Landsat Archiveの
「Pre Collection」を選択 



⑦ ここでは「L8 OLI/TIR」を選びます。 

⑧ 「結果」を選びます。 
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＊ 他のデータを検索することも 
  可能です。 
 
 A Landsat７  2003年～ 
   ＊データに欠損部分があります 

 B Landsat７  1999年～2003年 
 C Landsat４，５ TM 
 D Landsat１～５ MSS 
        
 

✔ 

＊「Additional Criteria」で、雲量などの 
 条件を工夫できます 



⓽ ネット環境によりますが、
短時間でダウンロード可能な
データリストが現れます。 

サムネイルファイルをクリックす
ると大きな画像が見られます 

地図の上に、範囲が示されます 

地図の上に、サムネイルファイ
ルが示されます 

⑬ ダウンロードするデータを決
めたらクリックします 
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⑩ ダウンロードするデータの種類を決
めます 
一括のダウンロードしか出来ません。 
大きなデータです。 

場所により異なりますが、圧縮した状態
で900メガ前後あります。 

⑪ ダウンロードします 
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⑫ 自分のパソコンがどうす
るのか聞いてきます。もちろ
ん「保存」です 
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⑬ ネット環境により,ダウンロードのスピードは異なりますが、多くの時
間を要します。 
 ダウンロードしたデータは、圧縮してあります。 
解凍しなければ使用できません。   

参考  解凍ソフトは、無料でダウ 
    ンロード出来ます。 
     ＊「ランドサット８」のデー 
       タを解凍できないもの   
       もあるようです。 

解凍して使用可能になったファイル
です。 
解凍すると1.5ギガほどあります。 9 参考 



RESTECのサイトから 

観測幅185km×180km(LANDSAT 7と同じ 
10 参考 



ランドサット衛星は１号～７号までの画
像データがあります。それぞれの衛星
によりファイル名が異なりますのでその
例を下記に示します。 

１～３号 

４～５号 

７号 

11 参考 



ランドサット号数 Path  Raw  年月日 バンド 

12 参考 



http://earthexplorer.usgs.gov/ 

「ランドサット」データの入手のための登録手順 ① アドレスを入力 

③ 登録のために多くの入力が必要です。 
 ＊不可欠 

 最新のデータが、無料で入手出来るので
すから、苦労はすぐに報われます。 

13 

登録する「とき 
② レジズタークリック 

登録手順 



14 登録手順 
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＊ ユーザの所属やデータの使用を識別 
 するのに使用されるようです。 
＊ 記載することはデータ使用のマナー 
 と受け止めてください。 
＊ 全ての欄に記載が必要です。 

使用用途については 
 

「宇宙教育活動の題材に使用す
るため」 と記述することが想定さ
れます。 
 
例  
  In order to use the subject of  
  space education activities 

登録手順 
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＊ データをどのような用途で 
  使用するか 

＊ 幼稚園（KindergartenのK）か 
 ら始まり高等学校を卒業するま 
 での13年間の教育期間 

登録手順 
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＊丁寧に回答しましょう。 
＊英語に戸惑う場合、このサイトを 
  InternetExplorerでひらき、 
  Google Chromeで翻訳サイトを 
  開き、質問に答えていく方法もあります。 
＊登録したアドレスに、時折アンケート等が届くことがあ  
 ります。誠意をもって答えたいものです。 
＊メインテナンス等もかなりの頻度で行われています。 
  留意されています。   
 

登録手順 


